
 1 / 10 

 

第 13 話：引き継がれる感覚 

ヴァジーin バラン：「どう？レオン。若い女の娘のカラダになった気分は…」 

 ヴァジーは、その大きな手でイーシャの胸をむぎゅっと掴んだ。男に触られたことがない

イーシャの胸に衝撃が走り、イーシャはゆっくりと目を開けた… 

 

レオン in イーシャ：「…はうっ…は…ヴァジーか？ああ…やはりこのカラダの方が活力に満

ちていて心地良い…だが…今のお前の顔を見ていると何故か胸がドキドキして、お腹の奥

がきゅーっっとしてくる…やはりこれは生理…」 

 イーシャのカラダを確認しながら、そう言い掛けたレオンの言葉をヴァジーが遮った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヴァジーin バラン：「イーシャちゃんがこの男の人にときめいていたからね…お腹の奥の感

じも子宮が求めているからよ💕そしてその感覚が今のあなたに引き継がれているのね。」 

レオン in イーシャ：「いや！俺は…男になど興味ないぞ！…」 
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レオンは、イーシャの目を吊り上げ、ヴァジーの言葉に反論した。と、その大声でオリビ

アも目を覚ました。2 人は、オリビアに今日一日の出来事とイーシャの想いを伝えた。 

オリビア：「そう…確かに明日からのお仕事をどうしようか考えていて、あなたがイーシャ

のカラダに憑依してくれていれば、わたしは助かるけど…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヴァジーin バラン：「大丈夫ですよ。レオンはともかく、あたしの今乗り移っているカラダ

は、あなたたちとは無関係ですから、あたしたちが変なことをして、お母さんたちに見捨て

られたら困るのはあたしですし。」 

 ヴァジーは、優しい表情をしながら心配そうなオリビアの顔を見つめた。 

 

オリビア：「その言葉を信じます。ところで…そのショーツ…わたしのなんですけど…どう

してあなたが履いているんですか？」 

 いつの間にか女物のショーツがヴァジーの股間に装着され、そこは盛り上がっていた。 

ヴァジーin バラン：「股間にこれがぶらぶらしているのは、何だか落ち着かなくて…使い慣

れたこれを…勝手に借りてごめんなさない。洗って返すので…」 
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オリビア：「あ…いえ…それは差し上げますので…」 

ヴァジーin バラン：「ありがとうございます！…ん…どうしたの？レオン？」 

 ヴァジーは、今は自分のモノとなった股間を凝視するレオンの視線に気づいて声を掛け

た。 

レオン in イーシャ：「いや…何でもない…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヴァジーin バラン：「もしかして…あたしのこれが気になってる？」 

 ヴァジーも恥ずかしそうに股間を手で押さえて、レオンの視線から目を逸らした。 
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第 14 話：女の子として 

 3 人は、その日の夜行列車でローマに戻り、オリビアは、予定通り仕事に行き、イーシャ

とヴァジーは、求めていたアイテムを探しに出掛けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ヴァジーは、アイテム探しへ向かう途中、人がいなくなったタイミングでレオンに話し掛

けた。 

ヴァジーin バラン：「ところでレオン、あたしたちの素性については、話してないよね？」 

レオン in イーシャ：「ああ…この時代に影響を与える訳には行かないからな…」 

 

 レオンは、神妙な表情で答えた。 

ヴァジーin バラン：「でもまさか時代を遡ったら 2 人とも閉じ込められちゃうなんて…」 

レオン in イーシャ：「そうだな…だが幸いにもこうして新しいカラダを動かせるようになっ

た。」 

 

ヴァジーin バラン：「あたしが男で…レオンが女の子になっちゃうなんてね。」 

 ヴァジーは、いたずらっ子のような笑みを浮かべて、レオンの手を取った。 

レオン in イーシャ：「俺だって好きで女なんかに…アイテムさえ手に入ればそれで…」 
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ヴァジーin バラン：「そうだね…でもあたしたち、いつまでもこうして他のカラダに乗り移

っていることができないかもしれない…せっかく女の子になれたんだから…楽しんだら？」 

 ヴァジーは、寂しそうな表情をしながらも気丈に振舞っているように見えた。 

レオン in イーシャ：「楽しむって…俺たちに遊んでいる時間は…」 

 

ヴァジーin バラン：「何か特別なことをしなくても女の子は楽しめるんだよ  いつもレオ

ンが着ていた服と違う女の子の服を着て、こうしてあたしといるのはどんな気分？」 

レオン in イーシャ：「そう言えば…オリビアのとき着ていた服と違って少し派手な色合いだ

からか、こどものときのような新鮮さと高揚感がある…それにヴァジーとこうしてゆっく

り話すのも久し振りだからか、ずっと話していたい気持ちになっている…」 

 

 レオンは、自分の気持ちに戸惑いながらも素直にそれをヴァジーに話していた。それを聞

いていたヴァジーは、くすっと手を口に当てて笑った。レオンは、どきっとして顔を赤らめ

てしまった。 

ヴァジーin バラン：「うん！時間もあるからゆっくり話しましょ💕」 
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レオン in イーシャ：（またこの感覚…ヴァジーを見ているとドキドキする…） 

 その後もレオンは、列車の中で少しぎこちないながらもヴァジーとのおしゃべりを楽し

んだ。目的地に着くと、ヴァジーは、レオンの手を取ると、優しくエスコートした。 

レオン in イーシャ：（こんなことが前にもあったような…） 
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第 15 話：父との再会 

 2 人は、ローマ郊外に咲くと言われる幻の黒薔薇を求めて駅に降り立った。残念ながらそ

の日に見つけることはできなかったが、2 日目、3 日目と通い続け…ついに 5 日目にそれを

見つけることができた。 

 

レオン in イーシャ：「何とかオリビアの滞在中に見つけることができて良かった…こうして

手に取ると、綺麗だけど威圧感があるな…」 

ヴァジーin バラン：「花言葉は、“あなたはわたしのモノ”だからね。」 

レオン in イーシャ：「そうなのか…残りも順調に進めばいいけど…」 

 

2 人は、ホテルに戻ってオリビアと合流した。そこで 2 人は、予想しなかった人物と出会

い、巻き込まれていくことになる。それは、3 人で夕食を摂っているとき、オリビアが席を

外した際、一人の男が 2 人に近づいてきた。 

男：「なんだ、お前は？何故イーシャと仲良くしている？」 

 

レオン in イーシャ：「お前こそ誰だ？」 

男：「何を言っているんだ！イーシャ！そうか！！その男がたぶらかしたのか！？」 

 男は、そう言うとヴァジーの胸ぐらを掴み、そのまま突き飛ばしてしまった… 
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 気を失ったヴァジー…そこへオリビアが戻って来た。 

オリビア：「…あなた？何をしてるんですか？」 

男：「この男がイーシャに言い寄っていたから、こうしてやったんだ！」 

レオン in イーシャ：「ん？ってことは…イーシャの父親か。俺は、何もされていないぞ。」 

 

 レオンは、素のままで父親であろう男に応対した。 

男：「その男みたいな話し方は、その男の影響か！」 

ヴァジー：（…あれ？あたし…どうしちゃったのかな…） 

オリビア：「あなた！落ち着いてください！」 

 オリビアが男をなだめるが、男の怒りは収まらず、ヴァジーの元へ詰め寄った。 

 

レオン in イーシャ：「父親だからってやり過ぎだろ！おい！ヴァジー大丈夫か？」 

 レオンも男を止めようとしたが、非力な女のカラダでは太刀打ちできなかった。 

ヴァジー：（…そうだ…この男の人に突き飛ばされて…！あたし幽体離脱しちゃってる？） 
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 幽体となったヴァジーは、良いアイデアを思い付いた！ 

ヴァジー：（元のカラダに戻らないと…！父親って言ってたよね…この人に乗り移れたら…） 

 ヴァジーは、男に狙いを定めてカラダを重ねていった… 

男：「ん…寒気が…」 

男は、カラダを震わせて動きを止めた。 

 

ヴァジー：（お願い！あなたのカラダを使わせて！） 

男：「うう…俺の中に誰かが入ってくる…」 

オリビア：「…あなた？大丈夫ですか？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


